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(57)【要約】
【課題】  データラインの数を従来の半分の水準で減少
させながら同一な画像表現を可能にしてコストの低減を
可能にする液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】  第１基板と第２基板および，その間に封
入された液晶を有する液晶表示装置において，前記第１
基板上で一方向へ形成される走査ラインなどと，前記走
査ラインと交差する方向へ形成されるデータラインなど
と，前記各データラインの両側に各々形成される第１画
素領域及び第２画素領域などと，前記データラインに格
納された画像信号を前記第１画素領域に，選択的に伝え
るための第１スイチング部と，前記データラインに格納
された画素信号を前記第２画素領域へ選択的に伝えるた
めの第２スイチング部とを具備するよう構成されること
を特徴とする液晶表示装置を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１基板と第２基板および，その間に封
入された液晶を有する液晶表示装置において，前記第１
基板上で一方向へ形成される走査ラインなどと，前記走
査ラインと交差する方向へ形成されるデータラインなど
と，前記各データラインの両側に各々形成される第１画
素領域及び第２画素領域などと，前記データラインに格
納された画像信号を前記第１画素領域に，選択的に伝え
るための第１スイチング部と，前記データラインに格納
された画素信号を前記第２画素領域へ選択的に伝えるた
めの第２スイチング部とを具備するよう構成されること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記第１，２スイチング部などは薄膜トラ
ンジスターを含むことを特徴とする請求項１記載の液晶
表示装置。
【請求項３】  前記薄膜トランジスターはＮタイプの薄
膜トランジスターとＰタイプの薄膜トランジスターのう
ち，いずれかの一つで構成されることを特徴とする請求
項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記第１スイチング部は少なくとも２個
以上の薄膜トランジスターから構成され，前記第２スイ
チング部は少なくとも一つ以上の薄膜トランジスターか
ら構成されることを特徴とする請求項２記載の液晶表示
装置。
【請求項５】  第１基板と第２基板および，その間に封
入された液晶を有する液晶表示装置において，前記第１
基板上で一方向へ形成される複数の走査ラインなどと，
前記走査ラインなどと交差する方向へ形成されるデータ
ラインなどと，前記各データラインと前記各走査ライン
とが交差する地点で前記データラインの一側に形成さ
れ，該当走査ラインと次回の走査ラインとによって制御
される第１スイチング部と，前記各データラインと前記
各走査ラインとが交差する地点で前記データラインの他
の一側に形成され，該当走査ラインによって制御される
第２スイチング部と，前記第１スイチング部及び前記第
２スイチング部の制御下に選択的に画像信号をディスプ
レイする第１画素領域及び第２画素領域とを具備するよ
う構成されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】  前記第１，２スイチング部は薄膜トラン
ジスターを含むことを特徴とする請求項５記載の液晶表
示装置。
【請求項７】  前記薄膜トランジスターはＮタイプの薄
膜トランジスターとＰタイプの薄膜トランジスターのう
ち，いずれかの一つで構成されることを特徴とする請求
項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】  前記第１スイチング部は少なくとも２個
以上の薄膜トランジスターから構成され，前記第２スイ
チング部は少なくとも１個以上の薄膜トランジスターか
ら構成されることを特徴とする請求項６記載の液晶表示
装置。
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【請求項９】  前記第１スイチング部は前記データライ
ンを中心として左側に構成し，前記第２スイチング部は
前記データラインを中心として右側に構成することを特
徴とする請求項６から８のいずれか１項に記載の液晶表
示装置。
【請求項１０】  前記第１スイチング部は前記データラ
インを中心として右側に構成し，前記第２スイチング部
は前記データラインを中心として左側に構成することを
特徴とする請求項６から８のいずれか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項１１】  前記第１スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが該当走
査ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，ゲー
トが次回走査ラインに連結され前記第１薄膜トランジス
ターによって伝えられた画像信号を前記第１画素領域へ
伝える第２薄膜トランジスターとから構成されることを
特徴とする請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  前記第１スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが次回走
査ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，ゲー
トが該当走査ラインに連結され前記第１薄膜トランジス
ターによって伝えられた画像信号を前記第１画素領域へ
伝える第２薄膜トランジスターとから構成されることを
特徴とする請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１３】  前記第２スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが該当走
査ラインに連結される第３薄膜トランジスターと，ゲー
トが該当走査ラインに連結され前記第３薄膜トランジス
ターによって伝えられた画像信号を前記第２画素領域へ
伝える第４薄膜トランジスターとから構成されることを
特徴とする請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１４】  前記第２スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが該当走
査ラインに連結される第３薄膜トランジスターから構成
されることを特徴とする請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１５】  前記第１スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートは次回該
当走査ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，
前記第１薄膜トランジスターと直列で連結されゲートが
前記該当走査ラインに連結される第２薄膜トランジスタ
ーから構成されることを特徴とする請求項１０記載の液
晶表示装置。
【請求項１６】  前記第１スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートは該当走
査ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，前記
第１薄膜トランジスターと直列で連結されゲートが次回
走査ラインに連結される第２薄膜トランジスターから構
成されることを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装
置。
【請求項１７】  前記第２スイチング部はソース及びド
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レーンが前記データラインに連結されゲートが該当走査
ラインに連結される第３薄膜トランジスターと，前記第
３薄膜トランジスターと直列で連結されゲートが該当走
査ラインに連結される第４薄膜トランジスターから構成
されることを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装
置。
【請求項１８】  前記第２スイチング部はソース及びド
レーンが前記データラインに連結されゲートが該当走査
ラインに連結される第３薄膜トランジスターから構成さ
れることを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１９】  前記第１スイチング部はソース及びド
レーンが前記データラインに連結されゲートが次回走査
ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，前記第
１薄膜トランジスターに直列で連結されゲートが該当走
査ラインに連結される第２薄膜トランジスターとから構
成されることを特徴とする請求項９記載の液晶表示装
置。
【請求項２０】  前記第１スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが該当走
査ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，前記
第１薄膜トランジスターに直列で連結されゲートが次回
走査ラインに連結される第２薄膜トランジスターとから
構成されることを特徴とする請求項９記載の液晶表示装
置。
【請求項２１】  前記第２スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが次回走
査ラインに連結される第３薄膜トランジスターと，前記
第３薄膜トランジスターに直列で連結されゲートが次回
走査ラインに連結される第４薄膜トランジスターとから
構成されることを特徴とする請求項９記載の液晶表示装
置。
【請求項２２】  前記第２スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが次回走
査ラインに連結される第３薄膜トランジスターとから構
成されることを特徴とする請求項９記載の液晶表示装
置。
【請求項２３】  前記第１スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが次回走
査ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，前記
第１薄膜トランジスターと直列で連結され，ゲートが該
当走査ラインに連結される第２薄膜トランジスターとか
ら構成されることを特徴とする請求項１０記載の液晶表
示装置。
【請求項２４】  前記第１スイチング部はソースまたは
ドレーンが前記データラインに連結されゲートが該当走
査ラインに連結される第１薄膜トランジスターと，前記
第１薄膜トランジスターと直列で連結され，ゲートが次
回走査ラインに連結される第２薄膜トランジスターとか
ら構成されることを特徴とする請求項１０記載の液晶表
示装置。
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【請求項２５】  前記第２スイチング部はソースまたは
ドレーンがデータラインに連結されゲートが次回走査ラ
インに連結される第３薄膜トランジスターと，前記第３
薄膜トランジスターに直列で連結されゲートが次回走査
ラインに連結される第４薄膜トランジスターとから構成
されることを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装
置。
【請求項２６】  前記第２スイチング部はソースまたは
ドレーンがデータラインに連結されゲートが次回走査ラ
インに連結される第３薄膜トランジスターとから構成さ
れることを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は，液晶表示装置に関
するもので，特に隣接した二つの走査ラインに印加され
る駆動信号を制御して，一つのデータラインでその両側
の画素領域に画像信号を伝達することによってデータラ
イン数を半分に減らすことができるようにし，高解像度
を保持しながら生産コストを低減可能にした液晶表示装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般的な液晶ディスプレイ素子(Ｌｉｑ
ｕｉｄ  Ｃｒｙｓｔａｌ  Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ)
は，概略的には上板と下板，および上板と下板の間に封
入された液晶から構成される。上板にはブラックマトリ
ックス，共通電極，色相を表現するためのＲ(赤)，Ｇ
(緑)，Ｂ(青)のカーラフィルタ層が配設される。下板は
データラインとゲートラインとが交差しながら配設され
てマトリックス形態の画素領域を有する。各画素領域に
は一つの薄膜トランジスター（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ  Ｆｉ
ｌｍ  Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）と画素電極とが構成され
る。
【０００３】図１８は一般的な液晶ディスプレイ素子の
断面構造図である。図１８に示したように，下板１には
走査ライン(ゲートライン)から延伸されるゲート電極
（Ｇａｔｅ）と，データラインから延伸されるソース電
極Ｓ及びドレーン電極Ｄから構成される薄膜トランジス
ターが一定な間隔を置きマトリックスの形態で形成され
る。各画素領域には各薄膜トランジスターのドレーン電
極Ｄに連結される画素電極２ａが形成される。
【０００４】上板３には下板１に形成された画素電極２
ａを除外した部分で光の透過を遮断するためにブラック
マトリックス層４がメッシュ形態で形成される。各ブラ
ックマトリックス層４の間には色を表現するためのＲ，
Ｇ，Ｂカラーフィルタ層５が形成される。また，カラー
フィルタ層５とブラックマトリックス層４とに亘って共
通電極６が形成される。
【０００５】図１９は一般的な液晶ディスプレイ素子の
構成図である。図１９に示したように下板及び上板およ
びその間に封入された液晶から成る画像をディスプレイ
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するパネル部２１と，パネル部２１のロー方向へ駆動信
号を与えるゲートドライバＧＤから成るゲートドライバ
２２と，パネル部２１のカラム方向へ駆動信号を与える
ソースドライバＳＤから成されるソースドライバ２３と
から構成される。
【０００６】以下，添付の図面を参照して従来液晶表示
装置を説明する。図２０は従来技術による液晶表示装置
の構成図である。図２０に示したように，ロー方向に沿
って互いに一定間隔を置き複数の走査ライン（Ｇ１，Ｇ
２，，，，Ｇｎ－１，Ｇｎ）などが形成され，各走査ラ
インを横切る方向へ複数のデータライン(Ｄ１，Ｄ
２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)などが形成される。
【０００７】また，走査ラインとデータラインが交差す
る地点ごとに薄膜トランジスターT１などが構成され，
各薄膜トランジスターごとに画素電極Ｃｌｃが連結され
る。従って，走査ラインに順次的に駆動電圧が供給され
て薄膜トランジスターがターンオンされ，ターンオンさ
れた薄膜トランジスターを介して該当データラインの信
号電圧が画素電極へ充電される。
【０００８】図２１は従来液晶表示装置の走査ラインに
与える駆動信号波形図である。図２１に示したように１
水平周期の間，１番目の走査ラインＧ１からｎ番目の走
査Ｇｎまで順次的に駆動信号が与えられるので該当走査
ラインによってターンオンされた薄膜トランジスターを
介して該当データラインの信号電圧が画素電極へ伝えら
れて画像をディスプレイする。
【０００９】以上のように，従来液晶表示装置は各々の
データラインごとに薄膜トランジスターを備えて，走査
ラインに順次的に駆動電圧を供給して薄膜トランジスタ
ーをオン／オフさせ，そのうち，ターンオンされた薄膜
トランジスターを介して該当データラインの信号電圧を
画素領域に伝えて画像をディスプレイする。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら，前記の
ような従来の液晶表示装置は次のような問題があった。
高解像度及び大型化を達成するため，画素数をさらに多
くしようとすると，ドライバの数及びサイズが増加して
コストが上昇することになる。さらに，これはパッキジ
ングのみならず，ドライバとパネルとの間の接続などの
新しい問題を起こることになる。
【００１１】本発明は，このような問題に鑑みてなされ
たもので，その目的とするところは，データラインの数
を従来の半分の水準で減少させながら同一な画像表現を
可能にしてコストの低減を可能にする液晶表示装置を提
供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に，本発明の第１の観点によれば，第１基板と第２基板
および，その間に封入された液晶を有する液晶表示装置
において，前記第１基板上で一方向へ形成される走査ラ
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インなどと，前記走査ラインと交差する方向へ形成され
るデータラインなどと，前記各データラインの両側に各
々形成される第１画素領域及び第２画素領域などと，前
記データラインに格納された画像信号を前記第１画素領
域に，選択的に伝えるための第１スイチング部と，前記
データラインに格納された画素信号を前記第２画素領域
へ選択的に伝えるための第２スイチング部とを具備する
よう構成されることを特徴とする液晶表示装置が提供さ
れる。この際に，前記第１，２スイチング部などは薄膜
トランジスターを含むよう構成し，前記第１スイチング
部は少なくとも２個以上の薄膜トランジスターから構成
され，前記第２スイチング部は少なくとも一つ以上の薄
膜トランジスターから構成されることが好ましい。な
お，前記薄膜トランジスターは，Ｎタイプの薄膜トラン
ジスターとＰタイプの薄膜トランジスターのうち，いず
れかの一つで構成されることが好ましい。
【００１３】また，本発明の第２の観点によれば，第１
基板と第２基板および，その間に封入された液晶を有す
る液晶表示装置において，前記第１基板上で一方向へ形
成される複数の走査ラインなどと，前記走査ラインなど
と交差する方向へ形成されるデータラインなどと，前記
各データラインと前記各走査ラインとが交差する地点で
前記データラインの一側に形成され，該当走査ラインと
次回の走査ラインとによって制御される第１スイチング
部と，前記各データラインと前記各走査ラインとが交差
する地点で前記データラインの他の一側に形成され，該
当走査ラインによって制御される第２スイチング部と，
前記第１スイチング部及び前記第２スイチング部の制御
下に選択的に画像信号をディスプレイする第１画素領域
及び第２画素領域とを具備するよう構成されることを特
徴とする液晶表示装置が提供される。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下，図面に基づいて本発明の実
施の形態を詳細に説明する。まず，本発明の実施の形態
に係る液晶表示装置は，隣接した二つの走査ラインに与
える駆動信号を制御して一つのデータラインへその両側
の画素領域に画像信号を伝えられるようにしてデータラ
インの数を半分に減少させることにその特徴がある。
【００１５】図１は本発明の第１実施例による液晶表示
装置の構成図である。図１に示したようにロー方向へ走
査ライン（Ｇ１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，Ｇｎ）などが
形成され，走査ライン（Ｇ１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，
Ｇｎ）などを横切るカラム方向へデータライン(Ｄ１，
Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)が形成される。両者が交
差する地点でデータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－
１，Ｄｎ)を中心に左側の画素領域に画像信号を伝える
第１スイチング部７１が形成され，右側の画素領域に画
像信号を伝える第２スイチング部７３が形成される。
【００１６】また，第１スイチング部７１には第１画素
電極７１ｃが連結され，第２スイチング７３には第２画



(5) 特開２００１－２７７５１

10

20

30

40

50

7
素電極７３ｃが連結される。ここで，第１スイチング部
７１と，第２スイチング部７３は薄膜トランジスターか
ら構成し，前記薄膜トランジスターはＮタイプの薄膜ト
ランジスターまたはＰタイプの薄膜トランジスターから
構成する。
【００１７】図１の”Ｘ”部分を中心により詳細に説明
する。データラインＤ１の左側に構成される第１スイチ
ング部７１はソースまたはドレーンがデータラインＤ１
に連結され，ゲートが該当走査ラインＧ１に連結された
第１薄膜トランジスター７１ａと，第１薄膜トランジス
ター７１ａと直列で連結され，ゲートが次の走査ライン
Ｇ２に連結される第２薄膜トランジスター７１ｂから構
成される。第２薄膜トランジスター７１ｂには第１画素
電極７１ｃが連結されて第１，第２薄膜トランジスター
７１ａ，７１ｂなどのオン／オフ動作によって選択的に
画像信号が伝えられる。
【００１８】前記データラインＤ１の右側に構成される
第２スイチング部７３はゲートが該当走査ラインＧ１に
連結され，ソースまたはドレーンがデータラインＤ１に
連結される第３薄膜トランジスター７３ａと，第３薄膜
トランジスター７３ａと直列に連結され，ゲートが該当
走査ラインＧ１に連結される第４薄膜トランジスターか
ら構成される。ここで，第２スイチング部７３は第３薄
膜トランジスター７３ａのみで構成することもできる。
【００１９】このように構成された本発明の第１実施例
による液晶表示装置において，第１画素電極と第２画素
電極に画像信号を伝える過程を図２に示した波形図を参
照して説明する。
【００２０】図２は本発明の第１実施例による液晶表示
装置の走査ラインに与える駆動信号の波形を示すもので
ある。図２に示したように１水平周期を２区間に分けて
第１区間ａではデータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ
－１，Ｄｎ)を中心に左側と右側の画素領域に画像信号
を与え，第２区間ｂでは右側の画素領域だけに画像信号
を与える。
【００２１】即ち，１番目の走査ラインＧ１では１水平
周期の間にハイ（ｈｉｇｈ）信号を与え，２番目の走査
ラインＧ２に１／２水平周期の間（正確に１／２でなく
ても構わない)，即ち，ａ区間の間だけハイ信号を与
え，残りの１／２水平周期の間にはロー（ｌｏｗ）信号
を与える。
【００２２】従って，１番目の走査ラインＤ１と，２番
目の走査ラインＧ２が全てのハイ（ｈｉｇｈ）の間には
第１スイチング部７１を構成している第１，第２薄膜ト
ランジスター７１ａ，７１ｂと，第２スイチング部７３
を構成している第３，第４薄膜トランジスター７３ａ，
７３ｂが全てターンオンの状態となって，第１画素電極
７１ｃと第２画素電極７３ｃに画像信号が伝えられる。
【００２３】その後，２番目の走査ラインＧ２にロー信
号を与えると，第２薄膜とトランジスター７１ｂがター
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ンオフ状態となって，第１画素電極７１ｃには画像信号
が伝えられず第２画素電極７３ｃだけに画像信号が伝え
られる。
【００２４】このように１水平周期を２区間ａ，ｂに分
けて一つのデータラインに格納された画像信号を左側及
び右側の画素電極に選択的に伝えられる。結果的に走査
ラインに与えられる駆動信号を制御して一つのデータラ
インが左側と右側の画素領域に画像信号を伝えるので，
データラインの数を従来に比べて半分に減少させること
ができ，これによってソースドライバの数も半分に減少
することができる。
【００２５】続いて，図３は本発明第２実施例による液
晶表示装置の構成図である。図３に示したように，前記
の第１実施例と比較して第１スイチング部７１を構成し
ている第１薄膜トランジスター７１ａと第２薄膜トラン
ジスター７１ｂのゲート接続部位が相異していることが
わかる。
【００２６】即ち，本発明の第２実施例による第１スイ
チング部７１は，ソースまたはドレーンがデータライン
Ｄ１に連結され，ゲートが次回の走査ラインＧ２に連結
される第１薄膜トランジスター７１ａと，第１薄膜トラ
ンジスター７１ａと直列に連結され，ゲートは該当走査
ラインＧ１に連結される第１薄膜トランジスター７１ｂ
から構成される。このとき，第２スイチング部７３は第
１実施例による構成と同一である。
【００２７】このような本発明の第２実施例による液晶
表示装置において，走査ラインに図４のような波形を与
えると，液晶パネルの上端から下端へ移動しながら画像
がディスプレイされ，一つのデータラインが左側と右側
の画素領域に画像信号を伝えてデータラインの数を減少
することができる。
【００２８】なお，図５は本発明の第３実施例による液
晶表示装置の構成図であり，図６は走査ラインに与えら
れる駆動信号の波形図である。図５に示したように，本
発明の第３実施例は第１スイチング部７１をデータライ
ン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)の右側に構成
し，第２スイチング部７３を左側に構成した。即ち，本
発明の第１，第２実施例では前記第１スイチング部７１
をデータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)の
左側に構成したが，本発明の第３実施例では右側に構成
している。
【００２９】このような本発明の第３実施例による液晶
表示装置はロー方向へ形成された複数の走査ライン（Ｇ
１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，Ｇｎ）などと，走査ライン
（Ｇ１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，Ｇｎ）と交差する方向
へ形成されたデータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－
１，Ｄｎ)と，データライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－
１，Ｄｎ)の右側に形成される第１スイチング部７１と
左側に形成される第２スイチング部７３と，第１スイチ
ング部７３に連結された第２画素電極７３ｃから構成さ
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れる。
【００３０】これを図５の”Ｘ”部分を中心に，より詳
細に説明する。第１スイチング部７１は走査ラインＧ１
とデータラインＤ１が交差する地点でデータラインの右
側に形成され，第１スイチング部７１を構成する第１薄
膜トランジスター７１ａと第２薄膜トランジスター７１
ｂのうち，第２薄膜トランジスター７１ｂのゲートが次
回の走査ラインＧ２に連結される。
【００３１】即ち，ソースまたはドレーンがデータライ
ンＤ１に連結され，ゲートが該当走査ラインＤ１に連結
される第１薄膜トランジスター７１ａと，第１薄膜トラ
ンジスター７１ａと直列で連結され，ゲートが次回の走
査ラインＧ２に連結される第２薄膜トランジスター７１
ｂから構成される。
【００３２】また，第２スイチング部７３はデータライ
ンＤ１を中心に左側に形成され，二つの薄膜トランジス
ターから構成される。即ち，ソースまたはドレーンがデ
ータラインＤ１に連結され，ゲートが該当走査ラインＧ
１に連結される第３薄膜トランジスター７３ａと，第３
薄膜トランジスター７３ａと直列で連結されゲートが該
当走査ラインＧ１に連結される第４薄膜トランジスター
７３ｂから構成される。ここで，第２スイチング部７３
は一つの薄膜トランジスターから構成することができ
る。
【００３３】このように構成された本発明の第３実施例
に液晶表示装置は走査ラインに図６のような駆動信号を
与える。図６に示したように，１水平周期の間に１番目
の走査ラインＧ１にはハイ（ｈｉｇｈ）信号を与え，２
番目の走査ラインＧ２にａ区間の間だけハイ信号を与
え，ｂ区間の間にはロー（ｌｏｗ）信号を与える。
【００３４】従って，１番目の走査ラインＧ１と２番目
の走査ラインＧ２に全てハイ信号が与える場合には，第
１スイチング部７１及び第２スイチング部７３を構成し
ている薄膜トランジスターが全てターンオンされて第１
画素電極７１ｃと第２画素電極７３ｃに画像信号が伝え
られる。
【００３５】この後，１番目の走査ラインＧ１にはハイ
信号が与えられ，２番目の走査ラインＧ２にロー信号が
与えられる場合には，第１スイチング部７１を構成して
いる第２薄膜トランジスター７１ｂがターンオフ状態と
なるので第１画素電極７１ｃには画像信号が伝えられず
第２画素電極７３ｃだけに画像信号が伝えられる。この
ような過程を介して液晶パネルの上端から下端へ移動し
ながら画像がディスプレイされる。
【００３６】図７は本発明の第４実施例による液晶表示
装置の構成図であり，図８は図７の装置の走査ラインに
与えられる駆動信号の波形図である。図７に示したよう
に，本発明のの第４実施例には第３実施例と比較して第
１スイチング部７１を構成している第１，第２薄膜トラ
ンジスター７１ａ，７１ｂのゲート接続部位を異にして
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構成したものである。
【００３７】即ち，第３実施例では第１スイチング部７
１を構成している第１薄膜トランジスター７１ａと第２
薄膜トランジスター７１ｂのうち，第２薄膜トランジス
ター７１ｂのゲートが次回の走査ラインＧ２に連結され
ているが，本発明の第４実施例では第１薄膜トランジス
ター７１ａのゲートが次回の走査ラインＧ２に連結され
るように構成した。
【００３８】即ち，本発明の第４実施例による第１スイ
チング部７１は，ソースまたはドレーンがデータライン
Ｄ１に連結され，ゲートが次回走査ラインＧ２に連結さ
れる第１薄膜トランジスター７１ａと直列で連結され，
ゲートが該当走査ラインＧ２に連結される第２薄膜トラ
ンジスター７１ｂから構成される。
【００３９】従って，図８のように走査ラインに駆動信
号を与えるとデータラインＤ１を中心に左側と右側に選
択的に画像信号を与えることができる。また，画像は液
晶パネルの上端から下端へ移動しながらディスプレイさ
れる。
【００４０】続いて，図９は本発明の第５実施例による
液晶表示装置の構成図であり，図１０は走査ラインに与
える駆動信号の波形である。第５実施例では第１，第２
スイチング部を構成している薄膜トランジスターが形成
される位置において，第１実施例ないし第４実施例の構
成と差がある。
【００４１】即ち，本発明の第１実施例ないし第４実施
例ではデータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄ
ｎ)と走査ライン（Ｇ１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，Ｇ
ｎ）とが交差する地点に薄膜トランジスター及び画素電
極が形成され，データライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ
－１，Ｄｎ)に対して１番目の走査ラインとの交差点か
ら順次的に２番目，３番目，，，ｎ－１番目の走査ライ
ンとの交差点に形成される。そして，データラインとｎ
番目の走査ラインが交差する地点では薄膜トランジスタ
ー及び画素電極が形成されない。
【００４２】しかしながら，本発明の第５実施例ではデ
ータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)に対し
て１番目の走査ラインが交差する地点には薄膜トランジ
スター及び画素電極が形成されず，２番目の走査ライン
から３番目，４番目，，，，ｎ番目走査ラインが交差す
る地点に薄膜トランジスター及び画素電極が形成され
る。
【００４３】また，本発明の第１実施例ないし第４実施
例では，走査ライン（Ｇ１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，Ｇ
ｎ）とデータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄ
ｎ)が交差する地点に形成される４個の薄膜トランジス
ターなどのうち，いずれかの一つが次回の走査ラインに
連結されたが，第５実施例では４個の薄膜トランジスタ
ーのうち，いずれかの一つが以前走査ラインに連結され
る構造を有する。
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【００４４】このような本発明の第５実施例の場合，図
１０のように走査ラインに駆動信号を与えると液晶パネ
ルの下端から上端へ移動しながら画像がディスプレイさ
れる。図１０に示したように，１水平周期を２区間ａ，
ｂに分けて走査ラインに駆動信号を与えることによって
データラインを中心に左側と右側の画素領域に選択的に
画像信号を与えることができる。
【００４５】これをより詳細に説明すると次のようであ
る。図９に示したように一方向へ複数の走査ライン（Ｇ
１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，Ｇｎ）が形成され，各々走
査ラインなどと交差する方向へデータライン(Ｄ１，Ｄ
２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)が形成される。各データラ
イン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)の左側には第
１スイチング部７１が構成され，右側には第２スイチン
グ部７３が構成される。第１スイチング部７１及び第２
スイチング部７３は薄膜トランジスターから構成され，
前記薄膜トランジスターはＮタイプの薄膜トランジスタ
ーまたはＰタイプの薄膜トランジスターから構成され
る。
【００４６】前記データラインＤ１の左側に構成される
第１スイチング部７１のうち，第２薄膜トランジスター
７１ｂのゲートは以前走査ライン（Ｇｎ－１）に連結さ
れ第１薄膜トランジスター７１ａのゲートは該当走査ラ
インＧｎに連結される。各々データライン(Ｄ１，Ｄ
２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)の右側に形成される第２ス
イチング部７３は二つの薄膜トランジスターから構成さ
れ，前記二つの薄膜トランジスター(第３，第４薄膜ト
ランジスター)のゲートは全て該当走査ラインＧｎに連
結される。ここで，前記第２スイチング部７３を一つの
薄膜トランジスターから構成することもできる。
【００４７】これを図９の”Ｘ”部分を中心により詳細
に説明する。図１０に示したように１水平周期の間に該
当走査ラインにはハイ信号を与え，以前走査ラインＧｎ
－１は第１区間ａの時だけハイ信号を与える。従って，
該当走査ラインＧｎと以前走査ラインＧｎ－１が全てハ
イである区間では第１，第２スイチング部７０，７３を
構成している薄膜トランジスターなどが全てターンオン
状態となって第１，第２画素電極７１ｃ，７３ｃに画像
信号が伝えられる。
【００４８】次に第２区間ｂの時には以前走査ライン
(Ｇｎ－１)にロー信号を与えると前記第１スイチング部
７１を構成している第２薄膜トランジスター７１ｂがタ
ーンオフ状態となって第１画素電極７１ｃには画像信号
が伝えられない。代わりに，データラインの右側の第２
スイチング部７３は相変わらずターンオン状態を保持す
ることになって前記第２画素電極７３ｃだけに画像信号
が伝えられる。このようにデータラインを中心に左側と
右側に選択的に画像信号を伝えることができ，データラ
インの数を半分で減少することができる。
【００４９】図１１は本発明の第６実施例による液晶表
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示装置の構成図であり，図１２は本発明の第６実施例に
よる液晶表示装置の走査ラインに与えられる駆動信号を
波形図を示したものである。本発明の第６実施例による
液晶表示装置は本発明の第５実施例と比較して第１スイ
チング部７１を構成している第１薄膜トランジスター７
１ａと第２薄膜トランジスター７１ｂのゲート接続部位
が相異することがわかる。
【００５０】即ち，本発明の第５実施例では第１薄膜ト
ランジスター７１ａのゲートが該当走査ラインＧｎに連
結され，第２薄膜トランジスター７１ｂのゲートは以前
走査ラインＧｎ－１に連結されたが，本発明の第６実施
例では第１薄膜トランジスター７１ａのゲートが以前走
査ラインＧｎ－１に連結され，第２薄膜トランジスター
７１ｂのゲートが該当走査ラインＧｎに連結される。こ
のとき，第２スイチング部７３は第５実施例の構成と同
一である。
【００５１】このような走査ラインに図１２のような駆
動信号を与えると，一つのデータラインを中心に左側と
右側に選択的に画像信号を伝えられる。また，第５実施
例と同じく液晶パネルの下端から上端へ移動しながら画
像がディスプレイされる。
【００５２】次に，図１３は本発明の第７実施例による
液晶表示装置の構成図であり，図１４は走査ラインに与
える駆動信号の波形図である。図１３に示したように，
本発明の第７実施例による液晶表示装置はデータライン
を中心に右側に第１スイチング部を構成し左側に第２ス
イチング部を構成した。
【００５３】第７実施例の液晶表示装置は，図１３に示
したように，一方向へ形成された走査ライン（Ｇ１，Ｇ
２，，，，Ｇｎ－１，Ｇｎ）などと，走査ライン（Ｇ
１，Ｇ２，，，，Ｇｎ－１，Ｇｎ）と交差する方向へ形
成されたデータライン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，
Ｄｎ)と，前記の両ラインが交差する地点でデータライ
ン(Ｄ１，Ｄ２，，，，Ｄｎ－１，Ｄｎ)の両側に形成さ
れ，前記該当走査ラインと以前走査ラインによって制御
される第１スイチング７１及び第２スイチング部７３
と，第１スイチング部７１と連結される第１画素電極７
１ｃと，第２スイチング部７３と連結される第２画素電
極７３ｃを含めて構成される。
【００５４】これを図１３の”Ｘ”部分をより詳細に説
明すると次のようである。第１スイチング部７１はソー
スまたはドレーンがデータラインＤ１に連結され，ゲー
トが該当走査ラインＧｎに連結される第１薄膜トランジ
スター７１ａと第１薄膜トランジスター７１ａと直列に
連結され，ゲートが以前走査ラインＧｎ－１に連結され
る第２薄膜トランジスター７１ｂから構成される。
【００５５】また，第２スイチング部７３はソースまた
はドレーンがデータラインＤ１に連結されゲートが該当
走査ラインＧｎに連結される第３薄膜トランジスター７
３ａと，第３薄膜トランジスター７３ａと直列に連結さ
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13
れゲートが該当走査ラインＧｎに連結される第４薄膜ト
ランジスター７３ｂから構成される。第２スイチング部
７３は第３薄膜トランジスター７３ａのみで構成するこ
とができる。
【００５６】このように構成された液晶表示装置の走査
ラインに図１４のような駆動信号を与えると，液晶パネ
ルの下端から上端の方へ移動しながら画像がディスプレ
イされる。これは前記で説明した第５，第６の実施例と
同じである。
【００５７】なお，図１５は本発明の第８実施例による
液晶表示装置の構成図であり，図１６は走査ラインに与
えられる駆動信号の波形図である。本発明の第８実施例
では第７実施例と比較して，第１スイチング部を構成し
ている第１薄膜トランジスター７１ａのゲートと第２薄
膜トランジスター７１ｂのゲートの接続部位が相異す
る。
【００５８】即ち，本発明の第８実施例による第１スイ
チング部７１はソースまたはドレーンがデータラインＤ
１に連結され，ゲートが以前走査ライン(Ｇｎ－１)に連
結される第１薄膜トランジスター７１ａと，前記第１薄
膜トランジスター７１ａと直列で連結されゲートが該当
走査ライン(Ｇｎ)だけに連結される第２薄膜トランジス
ター７１ｂから構成される。ここで前記第２スイチング
部７３は第７実施例による第２スイチング部７３と同一
な構成を有する。
【００５９】このような本発明の第８実施例による液晶
表示装置の走査ラインに図１６のような駆動信号を与え
ると液晶パネルの下端から上端の方へ移動しながら画像
がディスプレイされる。
【００６０】以上のように，本発明の液晶表示装置は一
つのデータラインがその左側と右側の画素領域に画像信
号を伝えられるようにして，データラインの数を半分で
減らすことができる。本発明に適したゲートドライバ及
びソースドライバを構成して，１水平周期の間に２個の
画素領域に画像信号を伝える本発明の液晶表示装置によ
れば，データラインの数を減少することができ，これに
よってソースドライバの数も減少することができる。
【００６１】しかし，１水平周期の間に２個の画素領域
に画像信号を伝えなければならないので各々画素領域に
伝えるラインタイムが減少することによってアナログ回
路の動作速度を２倍に速めなければならない問題が発生
する。かかる問題はドットインバージョンで著しく現れ
るので図１７のような方式で画素電極に画像信号を書き
込む。
【００６２】図１７に示した番号順に画像信号を書き込
む。①と②が全て（＋）の極性信号であるので①が書き
込まれた途端，②はプレチャージされるので１水平周期
の半周期の間だけでも充電時間には大きな問題はない。
また③と④では画像信号の極性が変わるので充電及び放
電に長い時間を要する。従って，①，②から③，④へ移*
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*る間のブランキングの間，プレチャージまたはデータラ
イン間のチャージシャーリング（ｃｈａｒｇｅ  ｓｈａ
ｒｉｎｇ）で充電，放電時間を減少させる。
【００６３】なお，④は③が書き込まれる間，プレチャ
ージされるので書き込み時間には問題がないが，③の書
き込み時間には問題となり得るので，１水平周期の間，
走査ラインに与える駆動信号のハイ区間ａとロー区間ｂ
の値を調整して③の書き込み時間を確保することができ
る。
【００６４】以上，添付図面を参照しながら本発明にか
かる好適な実施形態について説明したが，本発明はかか
る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であ
れば，特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内
において，各種の変更例または修正例に想到し得ること
は明らかであり，それらについても当然に本発明の技術
的範囲に属するものと了解される。
【００６５】
【発明の効果】前述したように本発明の液晶表示装置に
は，次の効果がある。まず，一つのデータラインがその
左側と右側の二つの画素領域に選択的に画像信号を伝え
ることができるのでデータラインの数を半分に減少する
ことができ，また，同一サイズでさらに多い画像をディ
スプレイすることができるので高解像度を実現すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１実施例に係る液晶表示装置の構
成図である。
【図２】  図１の装置の走査ラインに与えられる駆動信
号の波形図である。
【図３】  本発明の第２実施例に係る液晶表示装置の構
成図である。
【図４】  図３の装置の走査ラインに与えられる駆動信
号の波形図である。
【図５】  本発明の第３実施例に係る液晶表示装置の構
成図である。
【図６】  図５の装置の走査ラインに与えられる駆動信
号の波形図である。
【図７】  本発明の第４実施例に係る液晶表示装置の構
成図である。
【図８】  図７の装置の走査ラインに与えられる駆動信
号の波形図である。
【図９】  本発明の第５実施例に係る液晶表示装置の構
成図である。
【図１０】  図９の装置の走査ラインに与えられる駆動
信号の波形図である。
【図１１】  本発明の第６実施例に係る液晶表示装置の
構成図である。
【図１２】  図１１の装置の走査ラインに与えられる駆
動信号の波形図である。
【図１３】  本発明の第７実施例に係る液晶表示装置の
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構成図である。
【図１４】  図１３の装置の走査ラインに与えられる駆
動信号の波形図である。
【図１５】  本発明の第８実施例に係る液晶表示装置の
構成図である。
【図１６】  図１５の装置の走査ラインに与えられる駆
動信号の波形図である。
【図１７】  本発明の液晶表示装置による画像信号の書
き込み順序を示した図である。
【図１８】  一般的な液晶ディスプレイ素子の断面構造
図である。
【図１９】  一般的な液晶ディスプレイ素子の概略的構*
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*成図である。
【図２０】  従来技術による液晶表示装置の構成図であ
る。
【図２１】  従来の液晶表示装置の走査ラインに与える
駆動信号の波形図である。
【符号の説明】
７１  第１スイチング部
７１ａ，７１ｂ  第１，第２薄膜トランジスター
７１ｃ  第１画素電極
７３  第２スイチング部
７３ａ，７３ｂ  第３，第４薄膜トランジスター
７３ｃ  第２画素電極

【図１】

【図２】
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